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日　時：平成25年９月14日（土）
　　　　12時00分～12時50分
場　所：千葉大学看護学部第１講義室
出席者：32名
記録者：石井邦子評議員，矢野かおり会員
１．開会
　湯浅評議員より，開始時点で本会の総出席者は32名，
委任状提出は計247名であり，会則第４章第22条第３項
の条件（会員の10分の１以上の出席＝現在の会員652名
中66名の出席または委任状が条件）を満たしているた
め，総会が成立することが報告され，平成25年度総会の
開会が宣言された。
２．挨拶
　酒井理事長より，今年度の学術集会は，午前中までの
参加者が200名を超え，過去最高となる見込みであり，
20周年に向けて活発な学術集会が持てて喜ばしいとの挨
拶があった。
　（会則第４章第22条により，これより和住淑子学術集
会会長が議長として議事を進行した。）
３．報告
１）活動報告
　⑴  理事会・評議員会報告
　酒井理事長より資料１に基づき報告された。第18回
学術集会収支報告より黒字決算となったため，学会会
計に寄付されることが報告された。
　ID，パスワードを設定した会員専用ページを設け
ることになったことが説明された。
　千葉看護学会の入会の手続き方法について，押印を
廃止することが説明された。
　会費5,000円の現状は予備費を取り崩している状況
であることから，「さらなる発展をめざす学会活動プ
ロジェクト」において，学会活動を活発化するための
財政基盤についてシミュレーションした結果，平成26
年度から年会費を5,000円から8,000円に値上げするこ
とが適正であると算出されたこと，今後は，会員の研
究活動の推進や若手研究者支援を充実していく方向で
進めていく方針で検討が進められていることが説明さ
れた。
　上記検討を踏まえ，昨日開催の平成25年度第１回評
議員会において，平成26年度から年会費を5,000円か
ら8,000円に値上げすることが承認されたことが報告
された。
　⑵  編集委員会報告
　黒田理事より資料１に基づき，18巻２号，19巻１号
が発刊されたこと，査読の電子化や随時査読の導入に
関して検討していることが報告された。
　⑶  研究活動推進委員会報告
　吉田理事より資料１に基づき，さらなる発展をめざ
す学会活動プロジェクトとの連携のもと活動を行った
こと，第８回教育研究セミナーを企画・実施したこ
と，２つの平成25年度セミナーを企画していることが
報告された。
　⑷  広報委員会報告
　佐藤理事より資料１に基づき，ホームページをリ
ニューアルし，トップページの新着情報の提示，会員
専用ページの開設など会員メリットを充実させたこ
と，新規入会者獲得のため千葉県立保健医療大学卒業
生にもパンフレット配布したこと，学術集会の動画を
会員専用ページで発信することが報告された。
　⑸  学術集会企画・実行委員会報告
　黒田理事より資料１に基づき報告された。
　企画委員会を４回開催し，ニュースレター第７号を
発行したことを報告された。
　⑹  さらなる発展をめざす学会活動プロジェクト報告
　酒井理事長より資料１に基づき報告された。
２）庶務関係報告
　谷本理事より資料１に基づき，平成24年９月15日～
平成25年９月13日に，新入会54名，退会者24名で，平
成25年９月13日現在，会員数は652名であることが報
告された。
　以上の報告について質疑応答がなされた。
　会員より，若手研究者の活動の推進を具体的に教え
てほしいとの質問があった。酒井理事長より，年会費
の助成，研究助成，論文表彰などを考えており，今後
具体化していくことが説明された。
　以上の報告について，拍手をもって承認された。
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４．議事
１）平成24年度会計報告
　　酒井理事長より資料２に基づき報告された。
２）平成24年度会計監査報告
　 　佐藤監事より，資料２に基づいて監査を行い，適正
な会計処理と認められた旨が報告された。
　１），２）について，過半数以上の挙手にて承認され
た。
３）平成26年度事業計画案
　 　酒井理事長より資料３に基づいて，７つの事業案の
説明があり，拍手をもって承認された。
４）平成26年度収入支出予算案
　 　酒井理事長より資料４に基づいて，収入支出予算案
について提案された。年会費8,000円への増額，学術
集会助成金の減額，次年度事業である研究支援推進の
ための予算を予備費に入れてある事が説明された。
　会員より，予備費が230万円と大幅な増額になってい
るため，事業計画に事業の中身が書かれている方がいい
のではないかとの意見が出された。酒井理事長より，今
後ホームページなどで迅速に情報を発信し，会員の意見
を取り入れられるように進めていくとの説明があった。
　会員より，会費値上げにより予算が増えたことで学会
活動が充実すると期待しているが，事業費の配分が昨年
度と変わらない。編集委員会や研究活動推進委員会の活
動費が増えるなど，見える形で示したほうがいいとの意
見が出された。酒井理事長より，電子投稿システムを導
入するあたり，初期投資して120万円の経費が発生する。
現段階では，見積もりの状況であるため予備費の中で包
括的な表現を使用したことを説明された。
　４）について，過半数以上の挙手にて承認された。
５）第21回学術集会会長の承認
　 　酒井理事長より理事会・評議員会で第21回学術集会
会長として佐藤紀子理事（千葉県立保健医療大学・教
授）が推挙されたことが報告され，拍手をもって承認
された。
５．第20回学術集会会長の挨拶
　吉田千文理事より挨拶があった。第20回学術集会は平
成26年９月13日（土）に，千葉大学看護学部校舎にて開
催予定であることが話された。
　
６．閉会
　湯浅評議員により閉会の辞が述べられた。
